漢語「差別」についての考察 : 日中語彙交流の視点から by 胡 新祥 et al.
漢
語
「
差
別
」
に
つ
い
て
の
考
察
―
―
日
中
語
彙
交
流
の
視
点
か
ら
―
―
胡
新
祥
一
は
じ
め
に
現
代
の
日
本
社
会
に
お
い
て
「
平
等
」
と
「
差
別
」
は
正
反
対
の
意
味
を
成
す
一
対
の
重
要
な
概
念
で
あ
る
。
差
別
を
な
く
し
、
平
等
な
社
会
を
作
る
の
が
日
本
社
会
の
理
念
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
日
本
国
（
１
）
憲
法
」
第
十
四
条
に
「
す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
つ
て
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
又
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
、
差
別
さ
れ
な
い
」
と
あ
る
。
こ
こ
の
「
差
別
」
は
〈
偏
見
や
先
入
観
な
ど
を
も
と
に
、
特
定
の
人
々
に
対
し
て
不
利
益
・
不
平
等
な
扱
い
を
す
る
こ
と
〉
の
意
で
あ
る
。
一
方
、
現
代
中
国
語
に
お
け
る
「
差
別
」
は
単
な
る
〈
差
〉〈
違
い
〉
と
い
う
意
味
だ
け
で
、
現
代
日
本
語
に
見
ら
れ
る
〈
不
利
益
・
不
平
等
な
扱
い
を
す
る
こ
と
〉
と
い
う
意
味
で
は
用
い
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、「
差
別
関
税
」「
差
別
待
遇
」「
無
差
別
級
」「
無
差
別
殺
人
」
な
ど
、
い
く
つ
か
の
用
語
に
お
い
て
現
代
中
国
語
と
現
代
日
本
語
と
の
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
用
語
は
偶
然
の
一
致
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
近
代
に
お
け
る
日
中
語
彙
交
流
史
を
考
え
る
と
、
日
本
語
か
ら
中
国
語
に
借
用
さ
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
。
さ
ら
に
「
差
別
」
の
語
源
を
探
る
と
、「
常
觀
色
相
、
男
女
好
醜
、
起
種
種
差
別
」〈
常
に
（
２
）
色
相
を
観
察
し
、
男
と
女
、
好
い
と
醜
い
、
種
々
の
差
別
が
起
こ
っ
て
（
３
）
い
る
〉
の
よ
う
に
、
中
国
東
晋
の
僧
・
僧
肇
に
よ
る
漢
訳
仏
典
で
あ
る
『
宝
蔵
論
』
に
既
に
「
差
別
」
が
見
ら
れ
る
。
日
本
に
お
け
る
「
差
別
」
が
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
仏
教
用
語
か
ら
今
日
の
〈
不
利
益
・
不
平
等
な
扱
い
を
す
る
こ
と
〉
と
い
う
意
味
に
変
遷
し
た
の
か
。
ま
た
「
差
別
関
税
」
な
ど
の
用
語
は
い
つ
造
語
さ
れ
、
い
つ
中
国
語
に
借
用
さ
れ
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
明
す
る
に
は
、
日
中
両
国
の
言
語
資
料
を
利
用
し
て
、「
差
別
」
と
い
う
語
を
歴
史
的
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
二
現
代
日
中
両
国
語
に
お
け
る
「
差
別
」
の
異
同
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二
・
一
現
代
日
本
語
に
お
け
る
「
差
別
」
「
差
別
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
、『
日
本
語
大
辞
典
第
二
版
』（
講
談
社
一
九
九
五
）
に
「
①
差
を
つ
け
て
区
別
す
る
こ
と
。D
istinction
②
偏
見
な
ど
か
ら
、
他
よ
り
も
低
く
扱
う
（
４
）
こ
と
」
と
見
え
る
。
他
の
辞
書
に
は
多
少
の
記
述
の
違
い
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
上
記
の
よ
う
に
二
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
現
代
日
本
語
に
お
け
る
「
差
別
」
の
使
用
実
態
を
把
握
す
る
べ
く
、
朝
日
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
な
ど
を
調
査
し
た
。
筆
者
の
調
査
範
囲
で
は
、
現
代
日
本
語
に
お
い
て
、「
差
別
」
は
〈
②
偏
見
な
ど
か
ら
、
他
よ
り
も
低
く
扱
う
こ
と
〉
と
い
う
意
味
で
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
朝
日
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
下
記
の
用
例
が
見
ら
れ
る
。
（
１
）「
格
差
是
正
を
目
的
に
裁
判
を
し
た
の
に
、
裁
判
長
に
も
差
別
さ
れ
た
。
何
一
つ
納
得
で
き
な
い
」。
後
呂
ら
は
控
訴
し
た
。
（
朝
日
新
聞
二
〇
一
七
年
五
月
二
十
二
日
）
（
２
）
佐
藤
さ
ん
に
よ
る
と
、
差
別
は
法
律
で
禁
じ
ら
れ
た
が
、
今
で
も
差
別
意
識
は
根
強
く
、
特
に
女
性
は
人
身
売
買
や
性
的
虐
待
の
対
象
に
さ
れ
や
す
い
と
い
う
。
（
朝
日
新
聞
二
〇
一
七
年
五
月
十
九
日
）
現
代
日
本
語
に
お
い
て
は
、
上
記
の
用
例
（
１
）（
２
）
の
よ
う
な
「
差
別
」
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
「
〜
を
差
別
す
る
」、
あ
る
い
は
「
〜
が
差
別
さ
れ
る
」
と
言
う
と
、〈
あ
る
も
の
を
正
当
な
理
由
な
し
に
、
他
よ
り
も
低
く
扱
う
こ
と
〉
の
意
を
連
想
し
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
「
人
種
差
別
」「
差
別
意
識
」「
障
害
者
差
別
」「
差
別
語
」「
差
別
待
遇
」
と
い
っ
た
語
も
日
常
生
活
で
よ
く
耳
に
す
る
。
一
方
、
本
来
の
意
味
で
あ
る
〈
①
差
を
つ
け
て
区
別
す
る
こ
と
〉
は
、「
差
別
化
」
と
い
う
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
、「
区
別
」
な
ど
で
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
朝
日
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
下
記
の
用
例
が
見
ら
れ
る
。
（
３
）
県
産
の
米
や
水
に
加
え
、
酵
母
も
新
た
に
作
る
こ
と
で
「
岐
阜
の
味
と
し
て
差
別
化
し
た
い
」
と
同
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
は
意
気
込
む
。
（
朝
日
新
聞
二
〇
一
七
年
五
月
二
十
日
）
（
４
）
コ
ン
ビ
ニ
で
も
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
売
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
花
屋
も
差
別
化
す
る
た
め
に
力
を
入
れ
た
」
と
解
説
す
る
。
（
朝
日
新
聞
二
〇
一
七
年
五
月
三
日
）
（
５
）
日
韓
が
慰
安
婦
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
に
関
し
、「
政
治
問
題
と
民
間
交
流
は
区
別
し
、
交
流
を
活
発
に
進
め
る
べ
き
だ
」
と
指
摘
。
（
朝
日
新
聞
二
〇
一
七
年
五
月
二
十
日
）
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興
味
深
い
こ
と
に
、
用
例
（
１
）（
２
）
の
「
差
別
」
は
人
権
上
決
し
て
許
さ
れ
な
い
行
為
で
あ
る
が
、
用
例
（
３
）（
４
）
の
「
差
別
化
」
は
〈
他
と
の
違
い
や
独
自
性
を
明
確
に
打
ち
出
す
こ
と
〉
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
差
別
化
戦
略
」「
差
別
化
を
図
る
」
と
い
っ
た
言
葉
の
よ
う
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
プ
ラ
ス
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
他
方
、
言
い
換
え
の
「
区
別
」
に
は
「
差
別
」
の
よ
う
な
強
烈
な
色
彩
は
見
ら
れ
ず
、
単
に
〈
違
い
に
よ
っ
て
他
と
分
け
る
こ
と
〉
の
意
で
あ
る
。
現
代
日
本
語
に
お
い
て
、「
差
別
」
は
本
来
の
意
味
を
「
差
別
化
」
と
「
区
別
」
な
ど
の
代
替
表
現
に
譲
っ
た
も
の
の
、「
差
別
関
税
」「
無
差
別
曲
線
」「
無
差
別
級
」
と
い
っ
た
、
貿
易
・
数
学
・
ス
ポ
ー
ツ
の
用
語
に
名
残
を
留
め
て
い
る
。
二
・
二
現
代
中
国
語
に
お
け
る
「
差
別
」
現
代
中
国
語
に
お
け
る「
差
別
」に
つ
い
て
、『
現
代
漢
語
詞
典
第
六
版
』（
商
務
印
書
館
二
〇
一
二
）
に
は
下
記
の
記
述
が
見
え
る
。
【
差
別
】chabie
名
形
式
或
内
容
上
的
不
同：
毫
無
〜；
縮
小
〜；
両
者
之
間
〜
很
大
。
名
詞
形
式
、
あ
る
い
は
内
容
の
違
い
。
現
代
中
国
語
で
は
、
日
本
語
と
違
っ
て
、「
差
別
」
に
は
名
詞
的
用
法
し
か
な
い
。
日
本
語
に
見
ら
れ
る
「
〜
を
差
別
す
る
」、
あ
る
い
は
「
〜
が
差
別
さ
れ
る
」
の
よ
う
な
動
詞
的
用
法
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
し
て
、
意
味
的
に
も
、
日
本
語
の
「
人
種
差
別
」
に
見
え
る
よ
う
な
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
も
な
い
。
さ
ら
に
、「
差
別
化
戦
略
」
の
よ
う
な
、
プ
ラ
ス
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。
現
代
中
国
語
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
語
料
庫
（
５
）
在
線
」
で
検
索
し
た
と
こ
ろ
、
下
記
の
よ
う
な
用
例
が
見
ら
れ
た
。
（
６
）
例
如
、
非
洲
的
民
族
与
美
洲
的
民
族
、
在
生
産
和
生
活
水
平
方
面
有
很
大
的
差
別
、
但
在
它
們
之
間

没
有
法
権
関
係
時
、
它
們
之
間
的
差
別
只
是
差
別
、
不
是
不
平
等
。
（
顧
肇
基
『
新
時
期
意
識
形
態
問
題
』
光
明
日
報
社
出
版
社
一
九
九
〇
）
〈
例
え
ば
、
ア
フ
リ
カ
の
民
族
と
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
民
族
は
生
産
、
生
活
の
水
準
に
お
い
て
大
き
な
「
差
別
」（
差
）
が
あ
る
。
し
か
し
、
法
的
権
力
と
結
び
つ
か
な
い
限
り
そ
の
「
差
別
」（
差
）
は
た
だ
の
「
差
別
」（
差
）
で
あ
り
、
不
平
等
で
は
な
い
。〉
ち
な
み
に
、
現
代
日
本
語
に
お
け
る
「
人
種
差
別
」
の
「
差
別
」
は
現
代
中
国
語
の
「
岐
視
」
に
当
た
る
。
（
７
）
人
民
政
府
建
立
以
後
、
廃
除
了
民
族
圧
迫
、
民
族
岐
視
政
策
、
民
族
不
論
大
小
、
一
律
平
等
。
（
胡
起
望
他
『

村
瑤
族
』
民
族
出
版
社
一
九
八
三
）
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〈
人
民
政
府
が
出
来
た
以
後
、
民
族
圧
迫
、
民
族
を
「
岐
視
」（
差
別
）
す
る
政
策
を
廃
止
し
た
。民
族
は
大
小
を
問
わ
ず
、一
律
平
等
で
あ
る
。〉
二
・
三
現
代
中
国
語
と
現
代
日
本
語
に
お
け
る
「
差
別
」
の
共
通
点
上
記
の
よ
う
に
、
現
代
中
国
語
に
お
け
る
「
差
別
」
の
意
味
用
法
は
現
代
日
本
語
に
お
け
る
そ
れ
と
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
差
別
待
遇
」「
差
別
関
税
」「
無
差
別
級
」
な
ど
い
く
つ
か
の
用
語
に
お
い
て
は
両
者
に
共
通
点
が
見
え
る
。
（
８
）
不
把

一
碗
水
端
平
、
而
是
対
不
同
区
域
的
消
費
者
実
行
差
別
待
遇
、
長
此
以
往
、
相
関
跨
国
企
業
在
中
国
消
費
者
心
目
中
的
形
象
恐
難
維
持
。
（
人
民
日
報
二
〇
一
六
年
七
月
二
十
九
日
）
〈
一
律
平
等
で
は
な
く
、
異
な
る
地
域
の
消
費
者
に
対
し
て
「
差
別
」
待
遇
を
施
す
。
長
く
な
る
と
、
中
国
人
消
費
者
に
お
け
る
そ
う
い
う
国
際
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
は
崩
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。〉
（
９
）
美
国
是
利
用
差
別
関
税
実
行
貿
易
岐
視
的
国
家
、
它
的
進
口
税
率
分
為
三
類
、
即
普
通
税
率
、
優
恵
税
率
和
普
遍
優
恵
制
税
率
。
（
人
民
日
報
一
九
八
一
年
六
月
二
十
七
日
）
〈
ア
メ
リ
カ
は「
差
別
」関
税
を
利
用
し
て
不
平
等
貿
易
を
行
う
国
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
輸
入
税
率
（im
port
tariff
）
は
三
分
類
で
き
、
即
ち
基
本
税
率
（GeneralT
ariffRate
）、
特
恵
税
率
（preferentialduty
）、
一
般
特
恵
関
税
制
度
（Generalized
System
ofPreferences
）
で
あ
る
。〉
（
１０
）
１０
月
２４
日
、
在
武
漢
挙
行
的
第
六
届
全
国
城
市
運
動
会
柔
道
男
子
無
差
別
級
決
賽
中
、
済
南
市
選
手
魏
向
軍
（
右
）
戦
勝
瀋
陽
市
選
手
孟
建
波
、
獲
得
冠
軍
。
（
人
民
日
報
二
〇
〇
七
年
十
月
二
十
五
日
）
〈
十
月
二
十
四
日
に
武
漢
市
で
行
わ
れ
た
全
国
城
市
運
動
会
男
子
柔
道
「
無
差
別
」
級
決
勝
に
お
い
て
、
済
南
市
の
選
手
・
魏
向
軍
（
右
）
は
瀋
陽
市
の
選
手
・
孟
建
波
に
勝
ち
、
優
勝
し
た
。〉
一
方
、
現
代
中
国
語
に
お
い
て
し
ば
し
ば
耳
に
す
る
「
無
差
別
殺
人
」
と
い
う
言
葉
は
間
違
い
な
く
現
代
日
本
語
由
来
の
言
葉
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
無
差
別
殺
人
是
一
種
反
常
自
殺
？
」（『
方
園
』
二
〇
一
三
年
九
月
）
に
は
下
記
の
よ
う
な
内
容
が
あ
る
。

無
差
別
殺
人

概
念
源
於
日
本
、
但
如
今
在
中
国
、
這
個
詞
愈
来
愈
多
地
出
現
在
公
衆
視
野
。
〈「
無
差
別
」
殺
人
と
い
う
言
葉
は
日
本
に
由
来
す
る
。
し
か
し
、
現
在
の
中
国
に
お
い
て
こ
の
言
葉
は
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
る
。〉
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三
辞
書
記
述
辞
書
記
述
は
す
べ
て
が
正
し
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て「
差
別
」
の
語
誌
を
あ
る
程
度
概
観
で
き
、
ま
た
、
調
査
の
手
が
か
り
に
な
り
う
る
。
そ
こ
で
、
調
査
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
日
中
両
国
の
代
表
的
な
辞
書
に
お
け
る
「
差
別
」
の
記
述
を
確
認
す
る
こ
と
に
す
る
。
三
・
一
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
の
記
述
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』（
小
学
館
二
〇
〇
二
）
で
は
、「
差
別
」
の
意
味
を
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。
記
述
が
や
や
長
い
が
、
後
述
に
お
け
る
考
察
の
便
宜
上
、
す
べ
て
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。
（
１
）け
じ
め
を
つ
け
る
こ
と
。
差
を
つ
け
て
区
別
す
る
こ
と
。
ち
が
い
。
分
別
。
し
ゃ
べ
ち
。
し
ゃ
べ
つ
。
＊
大
乗
掌
珍
論
天
暦
九
年
点
〔
九
五
五
〕「
自
他
宗
に
於
て
計
度
す
る
こ
と
差
別
（
サ
ベ
ツ
な
る
）
を
も
ち
て
」
＊
西
洋
道
中
膝
栗
毛
〔
一
八
七
〇
〜
七
六
〕〈
仮
名
垣
魯
文
〉
五
・
上
「
船
中
港
の
差
別
（
サ
ベ
ツ
）
な
く
洒
落
ち
ら
し
た
る
瓢
軽
同
志
」
＊
花
ご
も
り
〔
一
八
九
四
〕〈
樋
口
一
葉
〉
三
「
小
と
大
と
の
差
別
（
サ
ベ
ツ
）
を
知
り
た
ら
ば
」
＊
学
生
と
教
養
〔
一
九
三
六
〕〈
鈴
木
利
貞
編
〉
教
養
と
し
て
の
自
然
科
学
〈
石
原
純
〉「
始
め
て
之
を
す
べ
て
の
非
科
学
的
仮
説
か
ら
差
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ら
う
」
＊
陳
書‐
劉
師
知
伝
「
此
与
二
梓
宮
部
伍
一
、
有
二
何
差
別
一
」
（
２
）
特
に
現
代
に
お
い
て
、
あ
る
も
の
を
、
正
当
な
理
由
な
し
に
、
他
よ
り
も
低
く
扱
う
こ
と
。
＊
欅
の
芽
立
〔
一
九
三
六
〕〈
橋
本
英
吉
〉
二
「『
家
』
は
貧
乏
と
か
金
持
と
か
い
ふ
点
で
差
別
さ
れ
な
い
」
＊
富
士
の
み
え
る
村
で
〔
一
九
五
一
〕〈
金
達
寿
〉「
い
わ
ば
私
た
ち
も
岩
村
と
同
じ
被
圧
迫
・
差
別
の
な
か
で
生
き
て
き
て
い
た
」
（
３
）

し
ゃ
べ
つ
（
差
別
）。
補
注
現
在
で
は
「
サ
ベ
ツ
」
と
読
む
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
明
治
中
ご
ろ
ま
で
は
「
シ
ャ
ベ
ツ
」
の
読
み
の
方
が
多
く
見
ら
れ
る
。
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
の
記
述
に
よ
る
と
、〈
①
差
を
つ
け
て
区
別
す
る
こ
と
〉
と
い
う
意
味
が
古
い
。
そ
し
て
、
中
国
の
『
陳
書‐
劉
師
知
伝
』
に
見
え
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
中
国
由
来
の
意
味
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
〈
②
正
当
な
理
由
な
し
に
、
他
よ
り
も
低
く
扱
う
こ
と
〉
と
い
う
意
味
は
そ
れ
ほ
ど
歴
史
が
長
く
な
い
。
こ
れ
は
中
国
語
に
見
ら
れ
な
い
日
本
独
自
の
用
法
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
し
ゃ
べ
つ
」
と
の
関
連
性
が
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
も
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
で
調
べ
て
み
た
。
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（「
し
ゃ
」
は
「
差
」
の
呉
音
）
（
１
）
仏
語
。
万
物
の
本
体
の
、
一
如
平
等
で
あ
る
の
に
対
し
、
そ
の
万
物
に
お
け
る
高
下
、
善
悪
な
ど
の
特
殊
相
の
こ
と
。
＊
雑
談
集
〔
一
三
〇
五
〕
九
・
率
都
婆
之
事
「
平
等
者
諸
法
の
差
別
（
シ
ャ
ベ
ツ
）
は
翳
眼
（
え
い
が
ん
）、
我
相
の
前
の
仮
相
猶
空
花
の
如
し
」
＊
二
日
物
語
〔
一
八
九
二
〜
一
九
〇
一
〕〈
幸
田
露
伴
〉
此
一
日
・
六
「
平
等
の
見
は
我
が
敵
な
り
、
差
別
（
シ
ャ
ベ
ツ
）
の
観
は
朕
が
宗
な
り
、
仏
陀
は
智
な
り
朕
は
情
な
り
」
（
２
）
区
別
す
る
こ
と
。
け
じ
め
を
つ
け
る
こ
と
。
ま
た
、
分
別
が
あ
る
こ
と
。
さ
べ
つ
。
＊
色
葉
字
類
抄
〔
一
一
七
七
〜
八
一
〕「
差
別
シ
ャ
ヘ
ツ
」
＊
風
姿
花
伝
〔
一
四
〇
〇
〜
〇
二
頃
〕
三
「
能
に
上
、
中
、
下
の
し
ゃ
べ
つ
あ
る
べ
し
」
＊
仮
名
草
子
・
悔
草
〔
一
六
四
七
〕
上
「
い
と
け
な
き
人
。
七
つ
の
年
迄
は
多
く
は
物
の
差
別
（
シ
ャ
ベ
ツ
）
な
し
」
＊
浄
瑠
璃
・
出
世
景
清
〔
一
六
八
五
〕
一
「
き
ゃ
つ
は
其
日
や
と
ひ
の
に
ん
そ
く
に
て
、
し
ゃ
べ
つ
も
し
ら
ぬ
下
ら
う
な
れ
は
」
＊
滑
稽
本
・
大
千
世
界
楽
屋
探
〔
一
八
一
七
〕
中
「
精
進
物
で
も
堪
忍
せ
う
が
、
酒
は
か
な
ら
ず
備
て
貰
て
へ
て
ネ
。
何
の
差
別
（
シ
ャ
ベ
ツ
）
は
な
し
さ
」
＊
花
柳
春
話
〔
一
八
七
八
〜
七
九
〕〈
織
田
純
一
郎
訳
〉
五
二
「
彼
我
の
差
別
（
シ
ャ
ベ
ツ
）
を
問
ふ
に
遑
ま
あ
ら
ず
」
＊
青
春
〔
一
九
〇
五
〜
〇
六
〕〈
小
栗
風
葉
〉
春
・
一
「
抑
も
天
地
の
間
に
は
、
何
時
の
時
か
ら
か
差
別
（
シ
ャ
ベ
ツ
）
と
云
ふ
も
の
が
出
来
た
」
三
・
二
『
漢
語
大
詞
典
』
の
記
述
次
に
、
参
考
と
し
て
中
国
の
『
漢
語
大
詞
典
』（
羅
竹
風
他
一
九
八
六
）
を
見
る
。
そ
し
て
、
辞
書
の
体
裁
を
統
一
す
る
た
め
に
、
こ
の
記
述
を
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
合
わ
せ
て
整
え
る
こ
と
に
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
用
例
に
は
成
立
年
代
が
付
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ
も
対
照
で
き
る
よ
う
に
示
し
た
。
（
１
）
差
異
；
不
同
。（
差
異
、
違
い
）
＊
百
喩
経
・
人
謂
故
屋
中
有
悪
鬼
喩
〔
五
世
紀
末
〕〈
求
那
毘
地
〉「
然
諸
衆
生
横
計
是
非
、
強
生
諍
訟
、
如
彼
二
人
等
無
差
別
」
＊
送
寿
聖
聡
長
老
偈
〔
蘇
軾
〕〈
一
〇
八
四
〉「
此
二
人
者
、
有
何
差
別
。」
＊
日
出
・
第
四
幕
〔
曹
禺
〕〈
一
九
三
五
〉「
頭
等
貨
、
三
等
貨
、
都
是
這
麼
一
説
、
差
別
倒
是
很
有
限
。」
（
２
）
区
別
、
分
別
。（
区
別
、
分
別
）
＊
読
司
馬
法
〈
六
韜
〉〔
姚
鼐
〕〈
清
〉「
余
嘗
謂
周
秦
以
降
文
辞
高
下
、
差
別
（
６
）
頗
易
。」
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
と
『
漢
語
大
詞
典
』
の
記
述
に
よ
る
と
、「
差
別
」
は
仏
教
由
来
の
言
葉
、
そ
の
後
、
中
国
語
に
お
い
て
も
日
本
語
に
お
い
て
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も
一
般
語
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
日
本
語
の
字
音
読
み
は
漢
音
、
呉
音
の
区
別
が
あ
り
、
仏
教
の
世
界
で
は
呉
音
に
従
っ
て
「
し
ゃ
べ
つ
」
と
発
音
さ
れ
る
が
、
漢
音
読
み
は「
さ
べ
つ
」と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
に
、「
（
７
）
障
碍
」
「
変
化
」
な
ど
の
仏
教
由
来
語
は
仏
教
の
世
界
で
は
呉
音
で
「
し
ょ
う
げ
」「
へ
ん
げ
」
と
読
ま
れ
る
が
、
日
常
生
活
に
お
い
て
は
漢
音
で
「
し
ょ
う
が
い
」「
へ
ん
か
」
と
読
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
差
別
」
が
「
さ
べ
つ
」
と
読
ま
れ
る
こ
と
は
、
一
般
語
と
し
て
認
識
さ
れ
た
重
要
な
手
が
か
り
と
も
な
る
。
四
先
行
研
究
「
差
別
」
の
由
来
に
関
し
て
は
、
中
国
側
、
日
本
側
と
も
に
仏
教
伝
来
に
よ
る
造
語
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
中
国
の
『
俗
語
佛
源
』（
二
〇
〇
八
）
に
は
「
差
別
」
に
つ
い
て
下
記
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
此
詞
出
于
佛
経
。《
百
喩
経
・
人
謂
故
屋
中
有
悪
鬼
喩
》：

然
諸
衆
生
横
計
是
非
、
強
生
諍
訟
、
如
彼
二
人
等
無
差
別
。然
而
、
在
佛
学
上
、
差
別

主
要
是
針
対

平
等

而
言
的
、
指
的
是
在
現
象
上
、
一
事
物
区
別
于
其
他
事
物
的

自
相
。
佛
教
認
為
、
世
間
種
種
差
別
相
都
是
由
衆
生

業
力

的
不
同
而
造
（
８
）
成
的
。
〈
こ
の
言
葉
は
仏
教
の
経
典
に
由
来
す
る
。《
百
喩
経
・
人
謂
故
屋
中
有
悪
鬼
喩
》：

然
諸
衆
生
横
計
是
非
、
強
生
諍
訟
、
如
彼
二
人
等
無
差
別
。
し
か
し
、
仏
教
学
に
お
け
る
「
差
別
」
は
主
に
「
平
等
」
に
対
し
て
言
う
語
で
あ
る
。
現
象
界
に
お
け
る
一
事
物
を
ほ
か
の
事
物
と
区
別
す
る
た
め
の
「
自
相
」
で
あ
る
。
仏
教
に
お
い
て
世
間
の
種
々
の
差
別
相
は
衆
生
の
業
力
に
よ
る
も
の
と
見
做
し
て
い
る
。〉
一
方
、
日
本
の
『
仏
教
語
入
門
』（
宮
坂
宥
勝
一
九
八
七
）
に
も
同
じ
趣
旨
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
現
在
で
は
「
さ
べ
つ
」
と
発
音
す
る
が
、
歴
史
的
な
読
み
で
は
「
し
ゃ
べ
つ
」。『
日
葡
辞
書
』
に
も
「X
abet.
シ
ャ
ベ
ツ
（
差
別
）V
acachi,tcu
（
別
ち
、
つ
）
相
違
・
区
別
」
と
あ
る
。
平
等
の
対
。
一
般
的
に
は
相
違
・
区
別
の
意
で
、「
差
別
す
る
」
と
い
う
動
詞
は
階
級
社
会
を
予
想
し
て
い
う
場
合
が
多
い
。
分
別
（
思
慮
の
意
）
と
同
義
に
も
用
い
る
。
本
来
、
仏
教
語
で
万
有
一
切
の
本
性
が
平
等
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
個
別
的
存
在
が
固
有
の
個
性
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
具
体
的
な
差
異
を
示
す
意
味
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
ヴ
ィ
シ
ェ
ー
シ
ャ
ナ
（visesana
）
の
訳
語
。
原
語
は
異
な
っ
て
分
け
る
意
。
差
別
門
・
差
別
縁
・
差
別
真
実
な
ど
。
平
等
の
う
ち
に
も
個
性
を
認
め
固
有
の
価
値
あ
り
と
す
る
の
を
善
差
別
と
（
９
）
い
う
。
五
古
代
中
国
語
に
お
け
る
「
差
別
」
「
差
別
」
が
仏
教
伝
来
に
よ
る
造
語
か
ど
う
か
を
究
明
す
る
べ
く
、「
彫
龍
中
国
古
籍
庫
」、
北
京
大
学
中
国
語
言
研
究
中
心
の
「Center
for
Chinese
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Linguistics
PK
U
」、
そ
し
て
、
台
湾
中
央
研
究
院
の
「
漢
籍
電
子
文
献
」
な
ど
の
古
代
中
国
語
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
調
べ
て
み
た
。筆
者
の
調
査
範
囲
で
は「
差
別
」
と
い
う
語
は
確
か
に
当
初
、
仏
教
語
と
し
て
誕
生
し
、
そ
の
後
、
一
般
語
に
転
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
五
・
一
仏
教
語
と
し
て
の
「
差
別
」
筆
者
の
調
査
範
囲
で
は
、
語
と
し
て
の
「
差
別
」
は
、
西
晋
時
代
の
僧
・
法
炬
に
よ
る
『
阿
闍
世
王
問
五
逆
經
』
に
最
も
早
く
見
ら
れ
る
。
（
１１
）
比
丘
白
言
。
彼
發
意
成
就
。
因
縁
不
成
就
者
。
此
二
事
有
何
差
別
。
世
尊
告
曰
。
比
丘
。
發
意
成
就
。
因
縁
不
成
就
。
此
是
濡
根
。
發
意
不
成
就
。
因
縁
成
就
。
比
丘
此
是
利
根
。
比
丘
白
言
。
鈍
根
利
根
。
有
何
差
別
。（『
阿
闍
世
王
問
五
逆
經
』
法
炬
西
晋
（
二
六
五
〜
三
一
六
））
〈
比
丘
曰
く
、
彼
は
成
就
せ
よ
と
決
意
し
た
が
、
縁
に
よ
っ
て
成
就
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
二
つ
に
何
か
差
別
が
有
る
か
。
世
尊
告
げ
て
曰
わ
く
。
比
丘
、
成
就
せ
よ
と
決
意
し
て
も
縁
に
よ
っ
て
成
就
で
き
な
か
っ
た
、
こ
れ
は
濡
根
だ
。
成
就
せ
ぬ
と
決
意
し
た
が
、
縁
に
よ
っ
て
成
就
で
き
た
、
こ
れ
は
利
根
だ
。
比
丘
曰
く
、
鈍
根
と
利
根
、
何
か
差
別
が
あ
る
か
。〉
（
１２
）
世
尊
。
我
坐
菩
提
樹
下
。
於
一
念
中
成
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
已
。
願
我
世
界
無
有
日
月
光
明
晝
夜
差
別
除
華
開
合
。
我
成
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
已
。
當
以
光
明
遍
照
三
千
大
千
世
界
。
（『
悲
華
経
』
曇
無
讖
（
三
八
五
〜
四
三
三
）
北
涼
）
〈
世
尊
。
私
は
菩
提
樹
の
下
に
座
す
。
一
念
の
中
に
於
い
て
阿
耨
多
羅
三
藐
三
（
１０
）
菩
提
を
成
し
た
。
願
わ
く
は
、
わ
が
世
界
に
日
月
光
明
、
昼
夜
の
差
別
が
な
く
、
花
の
（
１１
）
開
合
だ
け
は
除
く
。
わ
た
し
は
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
成
し
、
光
明
を
以
て
三
千
大
千
世
界
に
遍
く
照
ら
す
べ
し
。〉
（
１３
）
一
切
諸
法
唯
依
妄
念
而
有
差
別
。
若
離
心
念
則
無
境
界
差
別
之
相
。
（『
大
乘
起
信
論
』
實
叉
難
陀
（
六
五
二
〜
七
一
〇
）
唐
）
〈
一
切
の
諸
法
は
、
た
だ
迷
妄
の
執
心
に
よ
っ
て
差
別
が
あ
る
。
若
し
心
念
を
離
れ
れ
ば
、
即
ち
境
界
、
差
別
の
相
が
な
い
。〉
上
記
の
用
例
（
１１
）（
１２
）（
１３
）
に
示
し
た
よ
う
に
、
仏
教
の
世
界
に
お
け
る
「
差
別
」
は
現
代
語
の
〈
違
い
、
差
異
、
区
別
〉
に
当
た
る
。「
差
別
」
を
造
語
法
で
言
う
と
、
同
義
字
「
差
」
と
「
別
」
に
よ
る
並
列
関
係
で
あ
る
。「
差
」
と
「
別
」
に
つ
い
て
『
漢
語
大
詞
典
』（
羅
竹
風
他
一
九
八
六
）
に
は
下
記
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。
《
荀
子
・
栄
辱
》：
使
有
貴
賤
之
等
、
長
幼
之
差
、
知
愚
能
不
能
（
１２
）
之
分
。
〈
貴
賤
の
等
級
、
長
幼
の
差
、
智
と
愚
、
能
と
不
能
の
分
別
を
あ
ら
し
め
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る
〉
《
礼
記
・
楽
記
》
和
、
故
百
物
皆
化
；
序
、
故
万
物
皆
別
。
鄭
玄
注：
別
、
謂
形
体
（
１３
）
異
也
。
〈
和
、
故
に
万
物
皆
化
す
る
；
序
、
故
に
万
物
皆
別
す
る
。
鄭
玄
の
注：
別
；
い
わ
ゆ
る
形
体
の
異
な
り
で
あ
る
。〉
「
差
別
」
は
仏
教
由
来
の
語
で
あ
る
が
、
仏
教
に
お
け
る
「
差
別
」
を
ど
う
理
解
す
べ
き
か
に
関
し
て
、
筆
者
は
二
つ
の
次
元
で
考
え
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
ま
ず
は
、
世
の
中
の
諸
々
の
形
体
の
物
理
的
な
違
い
、
こ
れ
を
仏
教
の
文
脈
に
よ
っ
て
〈
違
い
、
差
異
、
区
別
〉
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
一
方
、
な
ぜ
世
の
中
の
諸
々
の
形
体
に
違
い
が
あ
る
の
か
、
こ
れ
は
仏
教
の
世
界
観
で
は
、
そ
の
も
の
の
業
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
仏
教
に
お
い
て
は
、
〈
世
の
中
の
諸
々
の
形
体
の
違
い
〉
を
理
論
的
に
総
じ
て
「
差
別
」
と
称
す
る
の
で
あ
る
。
「
差
別
」
が
仏
教
の
経
典
に
多
用
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、『
仏
教
漢
梵
大
辞
典
』（
平
川
彰
二
〇
〇
三
）
を
見
る
と
、「
差
別
」
に
関
連
す
（
１４
）
る
語
が
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
わ
か
る
。
差
別
差
別
上
上
昇
進
差
別
之
相
差
別
分
別
差
別
心
差
別
効
能
差
別
名
差
別
因
縁
差
別
行
相
差
別
…
成
立
差
別
更
待
餘
因
差
別
求
差
別
身
差
別
性
差
別
法
差
別
則
無
有
邊
差
別
建
立
差
別
相
差
別
眞
實
差
別
假
立
尋
思
差
別
欲
差
別
智
差
別
衆
名
差
別
義
差
別
義
門
差
別
道
理
差
別
慧
差
別
趣
障
差
別
證
（
計
三
十
語
）
五
・
二
一
般
語
に
転
用
さ
れ
た
差
別
「
投
機
」、「
普
通
」
な
ど
多
く
の
仏
教
用
語
が
一
般
語
に
転
用
さ
れ
た
よ
う
に
、
仏
教
用
語
と
し
て
誕
生
し
た
「
差
別
」
も
用
い
ら
れ
て
い
る
う
ち
に
、
一
般
語
に
転
用
さ
れ
て
い
っ
た
。
（
１４
）
上
至
天
子
、
下
及
庶
人
、
貴
賤
等
級
、
尊
卑
差
別
、
吉
凶
所
用
、
罔
不
畢
備
。
（『
北
史
』
李
延
寿
六
五
九
）
〈（『
四
序
經
』）
上
は
天
子
に
至
り
、
下
は
庶
民
に
及
ぶ
。
貴
賤
の
等
級
、
尊
卑
の
「
差
別
」、
吉
凶
の
所
用
、
す
べ
て
を
網
羅
し
て
い
る
。〉
（
１５
）
因
論
今
宗
室
与
漢
差
別
。
漢
宗
室
只
是
天
子
之
子
封
王
、
王
子
封
候
、
嫡
子
世
襲
、
支
庶
以
下
皆
同
百
姓
、
只
是
免
其
繇
戍
、
如
漢
光
武
帝
皆
是
起
於
民
間
也
。
（『
朱
子
語
類
』
黎
靖
徳
一
二
七
〇
）
〈
今
宗
室
と
漢
と
の
「
差
別
」
を
論
ず
る
。
漢
の
宗
室
は
た
だ
天
子
の
子
が
王
と
封
さ
れ
、
嫡
子
は
そ
れ
を
世
襲
す
る
だ
け
。
支
庶
以
下
は
百
姓
と
同
然
、
た
だ
そ
の
戍
役
を
免
じ
る
の
み
。
例
え
ば
、
漢
の
光
（
１５
）
武
帝
な
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ど
皆
民
間
よ
り
興
し
た
。〉
（
１６
）
近
代
商
於
日
本
、
占
城
、
呂
宋
、
佛
郎
机
諸
国
者
、
問
以
星
斗
河
漢
、
皆
云
躔
度
方
向
、
与
中
華
毫
無
差
別
。
是
数
国
者
、
在
閩
広
東
南
、
不
知
幾
万
里
矣
。
（『
万
暦
野
獲
編
』
沈
徳
符
一
六
〇
六
）
〈
近
頃
、
日
本
、
チ
ャ
ン
パ
、
ル
ソ
ン
、
佛
郎
机
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
ス
ペ
イ
ン
を
指
す
）
諸
国
と
商
売
を
や
っ
て
い
る
者
に
そ
ち
ら
の
風
土
を
聞
く
と
、
皆
中
華
と
全
く「
差
別
」が
な
い
と
云
う
。
此
の
数
国
は
福
建
・
広
東
の
南
に
あ
り
、
何
万
里
の
距
離
が
あ
る
か
は
知
ら
な
い
。〉
六
古
典
日
本
語
に
お
け
る
「
差
別
」
古
典
日
本
語
に
お
け
る
「
差
別
」
の
使
用
状
況
を
究
明
す
る
べ
く
、
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
の
日
本
古
典
文
学
全
集
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
諸
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
そ
し
て
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
調
べ
て
み
た
。
調
査
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
（
１７
）涅
槃
経
云
、「
雖
得
人
獣
尊
卑
差
別
、
宝
命
重
死
、
二
倶
無
異
云
々
」。
（『
日
本
霊
異
記
』
景
戒
八
二
三
）
〈
涅
槃
経
に
、「
人
と
獣
の
違
い
の
中
に
、
貴
賤
の
差
が
あ
る
け
れ
ど
、
命
を
た
い
せ
つ
に
し
、
死
を
重
視
す
る
と
い
う
こ
の
二
つ
は
、
人
間
だ
ろ
う
が
鳥
獣
だ
ろ
う
が
、
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
（
１６
）
…
…
」〉
（
１８
）
諸
道
に
浅
深
を
探
り
、
諸
事
に
浮
沈
を
計
り
、
万
機
に
補
佐
と
し
て
親
疎
の
差
別
な
か
り
き
。（『
保
元
物
語
』
作
者
不
明
鎌
倉
時
代
）
〈
諸
道
の
た
し
な
み
は
深
く
、
事
に
当
た
っ
て
は
冷
静
な
判
断
を
示
し
、
執
政
に
際
し
て
も
公
平
無
私
で
あ
っ
た
。〉
（
１９
）雑
人
め
ら
が
え
い
や
づ
き
を
し
て
、
物
の
差
別
も
聞
こ
え
候
は
ず
」
と
申
し
け
れ
ば
、「
小
舎
人
を
召
し
て
、
放
逸
に
当
た
り
出
だ
せ
」
と
ぞ
仰
せ
ら
れ
け
る
。
（『
義
経
記
』
作
者
不
明
室
町
初
期
）
〈「
雑
人
た
ち
が
騒
い
で
い
て
、
ど
ち
ら
か
見
分
け
も
つ
き
ま
せ
ん
」
と
申
し
上
げ
る
と
、「
小
舎
人
を
呼
ん
で
、
手
荒
く
取
り
締
っ
て
追
い
出
し
て
し
ま
え
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。〉
（
２０
）
但
至
毀
神
社
之
罪
者
、
依
大
小
之
差
別
有
軽
重
之
沙
汰
事
也
云
々
。
（『
建
内
記
』
万
里
小
路
時
房
室
町
中
期
）
〈
た
だ
し
、
神
社
を
毀
損
す
る
罪
に
至
っ
て
は
、
大
小
の
差
別
に
依
っ
て
軽
重
の
沙
汰
が
あ
る
事
で
あ
る
と
い
う
。〉
中
国
の
仏
教
経
典
に
お
い
て「
差
別
」が
多
用
さ
れ
、
仏
教
の
ル
ー
ト
で「
差
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別
」
は
日
本
に
伝
わ
っ
て
き
た
。
用
例
（
１７
）
の
『
日
本
霊
異
記
』
は
日
本
最
古
の
仏
教
説
話
集
、
そ
の
中
に
は
『
涅
槃
経
』
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
用
例
（
１８
）
の
『
保
元
物
語
』
と
用
例
（
１９
）
の
『
義
経
記
』
は
軍
記
物
語
、
用
例
（
２０
）
の
『
建
内
記
』
は
公
卿
の
漢
文
資
料
で
あ
り
、
当
時
に
お
い
て
「
差
別
」
は
広
く
一
般
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
広
く
一
般
使
わ
れ
て
い
た
も
の
の
、「
差
別
」
は
元
々
仏
教
由
来
の
言
葉
で
あ
る
た
め
、
そ
の
読
み
方
は
現
在
の
「
さ
べ
つ
」
で
は
な
く
、
呉
音
読
み
の
「
し
ゃ
べ
つ
」
で
あ
っ
て
、
語
源
意
識
が
強
く
残
さ
れ
て
い
た
。
七
「
し
ゃ
べ
つ
」
か
ら
「
さ
べ
つ
」
へ
日
本
語
に
お
い
て
「
差
別
」
は
古
く
か
ら
広
く
一
般
に
使
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
読
み
方
は
呉
音
読
み
の「
し
ゃ
べ
つ
」で
あ
っ
た
。
日
本
語
に
お
い
て「
差
別
」
は
い
つ
か
ら
「
さ
べ
つ
」
と
読
ま
れ
た
の
か
、
こ
の
点
に
関
し
て
、『
明
治
期
漢
語
辞
書
大
系
第
一
期
』（
松
井
栄
一
他
一
九
九
五
）
に
収
録
さ
れ
た
明
治
初
期
の
漢
語
辞
書
を
調
べ
て
み
た
。
筆
者
の
調
査
範
囲
で
は
、『
内
外
新
報
字
類
』（
一
八
六
八
）、『
新
令
字
解
』
（
一
八
六
八
）、
そ
し
て
『
布
令
字
弁
初
編
〜
七
編
』（
一
八
六
八
〜
一
八
七
二
）
に
は
「
差
別
」
自
体
が
収
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
一
方
、『
漢
語
字
類
』（
一
八
六
九
）
で
は
、「
差
別
」
は
下
記
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
羊
ノ
部
〜
別
差
別
〔
さ
べ
つ
〕
ワ
（
１７
）
カ
チ
そ
れ
以
降
の
『
掌
中
早
字
引
集：
布
令
日
誌
必
用
』（
一
八
七
〇
）、『
新
撰
字
解
』（
一
八
七
二
）、『
漢
語
類
苑
大
成
』（
一
八
七
三
）、『
広
益
熟
字
典
・
仮
名
引
之
部
』（
一
八
七
四
）
な
ど
で
も
、「
差
別
・
さ
べ
つ
」
を
確
認
で
き
た
。
し
か
し
、「
差
別
・
し
ゃ
べ
つ
」
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
幕
末
・
明
治
期
の
日
本
語
を
忠
実
に
記
録
し
た
ヘ
ボ
ン
の
『
和
英
語
林
集
成
』
の
（
１８
）
諸
版
を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、『
和
英
語
林
集
成
』
に
お
け
る
「
差
別
」
は
「
シ
ャ
ベ
ツ
」
と
発
音
さ
れ
て
お
り
、
逆
に
「
サ
ベ
ツ
」
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
SH
A
BET
SU
シ
ャ
ベ
ツ
差
別
n.D
ifference,distinction
Syn.W
A
K
A
CH
I,K
EJIM
E,W
A
ID
A
M
E,K
U
BET
（
１９
）
SU
.
明
治
初
期
の
漢
語
字
典
に
は
「
差
別
・
さ
べ
つ
」
が
あ
る
一
方
、「
差
別
・
し
ゃ
べ
つ
」が
見
当
た
ら
な
い
。
他
方
、『
和
英
語
林
集
成
』の
諸
版
に
は「
シ
ャ
ベ
ツ
」
だ
け
あ
り
、「
サ
ベ
ツ
」
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
不
一
致
を
ど
う
理
解
す
べ
き
か
、
筆
者
の
管
見
に
よ
れ
ば
、
明
治
初
期
の
漢
語
字
典
類
は
必
ず
し
も
当
時
の
「
差
別
」
の
発
音
を
忠
実
に
記
録
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
忠
実
に
記
録
す
る
な
ら
少
な
く
と
も
「
差
別
・
し
ゃ
べ
つ
」
は
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
当
時
の
日
常
生
活
で
よ
く
耳
に
す
る
「
差
別
」
を
漢
音
で
読
む
と
「
さ
べ
つ
」
と
な
る
こ
と
を
明
治
初
期
の
漢
語
字
典
類
が
教
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
大
槻
文
彦
の
『
言
海
』（
一
八
八
六
）
に
至
っ
て
は
下
記
の
よ
う
に
、
本
来
の
「
し
ゃ
べ
つ
」
と
と
も
に
漢
音
読
み
の
「
さ
べ
つ
」
も
見
出
し
に
見
え
る
。
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そ
し
て
、
山
田
美
妙
の
『
日
本
大
辞
書
』（
一
八
九
二
）
に
も
『
言
海
』
と
同
様
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
さ
べ
つ
（
名
）
差
別
（
し
ゃ
べ
つ
）
ニ
同
ジ
。
し
や
べ
つ
（
名
）
差
別
ケ
ヂ
メ
。
サ
ベ
ツ
。
区
別
。
辨
別
一
方
、
当
時
の
「
朝
日
新
聞
」
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、「
朝
日
新
聞
」
で
は
大
体
一
八
八
〇
年
代
か
ら
「
差
別
」
を
「
さ
べ
つ
」
と
読
み
始
め
、
時
期
的
に
『
言
海
』
の
記
述
と
符
合
し
て
い
る
。
そ
れ
で
、「
読
売
新
聞
」
で
も
同
様
の
動
き
が
見
ら
れ
る
。「
読
売
新
聞
」
で
は
一
八
七
五
年
に
「
差
別
・
さ
べ
つ
」
が
既
に
出
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
「
差
別
・
し
ゃ
べ
つ
」
の
連
続
で
あ
る
。
大
体
一
八
八
二
年
以
降
、
よ
う
や
く
「
差
別
・
さ
べ
つ
」
で
安
定
し
て
い
た
。
さ
て
、
日
本
語
に
お
け
る
「
差
別
」
の
一
般
語
化
は
古
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
で
は
、
な
ぜ
幕
末
・
明
治
期
に
漢
音
読
み
へ
の
転
換
が
見
ら
れ
た
の
か
。
こ
れ
は
、
当
時
の
漢
語
尊
重
の
時
代
背
景
と
深
い
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
２１
）
此
ま
で
内
閣
に
行
は
る
る
薩
長
党
派
の
名
を
消
除
し
て
出
身
の
地
の
差
別
（
し
ゃ
べ
つ
）
な
く
事
を
謀
り
朝
家
の
御
為
誠
忠〓
て
盡
す
べ
し
と
人
に
向
つ
て
揚
言
せ
ら
る
る
。
（
朝
日
新
聞
一
八
八
一
年
十
月
十
九
日
）
（
２２
）
恋
に
貴
賤
の
差
別
（
さ
べ
つ
）
な
く
盲
躄
啞
聾
眇
目
鼻
欠
菊
石
と
い
へ
ど
色
で
持
た
る
世
の
中
な
れ
ば
此
程
の
咄
し
は
差
し
て
珍
ら
し
と
い
ふ
に
あ
ら
ね
ど
。
（
朝
日
新
聞
一
八
八
一
年
十
二
月
十
八
日
）
（
２３
）
貴
賤
の
差
別
（
さ
べ
つ
）
な
し
と
い
へ
ば
恋
て
ふ
も
の
ば
か
り
か
と
思
ひ
し
が
盗
賊
も
亦
こ
の
差
別
（
さ
べ
つ
）
せ
ぬ
も
の
を
見
江
舊
臘
廿
五
日
の
夜
京
都
上
京
区
下
長
者
町
衣
棚
通
西
へ
入
る
町
に
住
せ
ら
る
る
当
時
空
飛
ぶ
鳥
も
落
る
て
ふ
岩
倉
右
府
公
の
御
妹
君
の
御
館
へ
幾
名
の
盗
賊
忍
び
入
り
。
（
朝
日
新
聞
一
八
八
二
年
一
月
二
十
五
日
）
八
差
別
に
関
す
る
造
語
八
・
一
差
別
関
税
「
差
別
関
税
」は
貿
易
上
の
重
要
な
概
念
で
あ
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
小
学
館
二
〇
〇
二
）
で
は
下
記
の
記
述
が
あ
る
。
輸
入
貨
物
の
産
出
国
や
商
品
の
種
類
な
ど
に
応
じ
て
一
般
税
率
と
は
異
な
る
税
率
を
課
す
関
税
。
割
増
関
税
と
割
引
関
税
と
に
大
別
さ
れ
、
前
者
に
は
報
復
関
税
、
補
償
関
税
、
相
殺
関
税
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止
関
税
な
ど
、
後
者
に
は
特
恵
関
税
、
互
恵
関
税
な
ど
が
あ
る
。
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＊
袖
珍
新
聞
語
辞
典
〔
一
九
一
九
〕
〈
竹
内

郎
〉
「
差
別
関
税
D
ifferential
D
uty
貨
物
原
産
地
の
別
又
は
船
舶
の
異
同
或
は
条
約
の
関
係
等
に
依
り
同
種
の
貨
物
に
対
し
差
別
的
税
率
を
課
す
る
関
税
」
今
回
の
調
査
で
は
、
用
例
（
２４
）
〜
（
２６
）
の
よ
う
に
、
さ
ら
に
古
い
時
期
の
使
用
例
を
確
認
で
き
た
。
そ
し
て
、
用
例
（
２５
）
の
よ
う
に
、
当
初
「
区
別
関
税
」
と
「
差
別
関
税
」
の
両
方
が
使
わ
れ
て
い
た
が
、
や
が
て
「
差
別
関
税
」
に
一
本
化
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
（
２４
）
チ
ャ
ン
バ
レ
ン
は
之
を
千
八
百
九
十
六
年
全
国
商
業
会
議
所
連
合
会
に
提
出
し
又
翌
千
八
百
九
十
七
年
更
に
殖
民
地
首
相
会
議
に
於
て
此
問
題
に
就
き
議
論
す
る
所
あ
り
固
よ
り
直
に
其
目
的
を
達
す
る
の
容
易
な
ら
ざ
る
は
明
白
に
し
て
チ
ャ
ン
バ
レ
ン
も
亦
準
備
時
代
た
る
を
承
認
す
る
が
如
し
然
れ
ど
も
千
九
百
二
年
に
於
け
る
英
皇
戴
冠
式
に
際
し
て
殖
民
地
首
相
会
議
の
討
議
は
更
に
本
国
殖
民
地
間
の
貿
易
上
の
関
係
を
密
接
な
ら
し
む
べ
き
方
法
と
し
て
直
に
自
由
貿
易
を
行
ふ
こ
と
能
は
ざ
る
を
以
て
各
殖
民
地
は
差
別
関
税
の
方
法
を
以
て
英
本
国
の
製
造
品
の
輸
入
税
を
奨
励
す
る
の
必
要
を
認
め
（
２０
）
た
り
。
（『
商
業
経
済
政
策
』
関
一
一
九
〇
三
）
（
２５
）
以
上
論
ず
る
所
は
、
一
般
関
税
則
に
関
す
る
概
論
な
り
。
然
る
に
孰
れ
の
関
税
則
に
於
て
も
、
往
々
に
し
て
「
区
別
関
税
」
又
は
「
差
別
関
税
」D
ifferential
D
uties
or
D
ifferential
D
iscrim
inating
D
uties,D
ifferentialzolle
oder
U
nterscheidungszolle
な
る
も
の
附
随
す
。
区
別
関
税
と
は
特
殊
の
目
的
を
達
せ
む
が
為
め
同
種
の
輸
入
貨
物
に
対
し
税
率
に
区
別
を
設
く
る
も
の
を
（
２１
）
い
ふ
。
（『
商
業
政
策
』
津
村
秀
松
一
九
一
一
）
（
２６
）
貨
物
同
盟
と
は
連
合
国
及
び
同
盟
に
加
入
し
た
る
中
立
国
の
間
に
所
謂
差
別
関
税
を
設
け
関
税
政
策
を
以
て
同
盟
国
相
互
の
貿
易
上
の
利
益
を
保
護
し
同
盟
側
の
貿
易
に
打
撃
を
与
ふ
る
を
目
的
と
す
。
（
朝
日
新
聞
一
九
一
六
年
三
月
十
四
日
）
「
差
別
関
税
」
は
現
代
中
国
語
に
存
在
し
て
い
る
。『
辞
海
』（
夏
征
農
一
九
九
九
）
で
は
下
記
の
記
述
が
あ
り
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
辞
書
記
述
と
ほ
ぼ
同
じ
趣
旨
で
あ
る
。
差
別
関
税
有
広
狭
ニ
義
。
広
義
的
指
対
進
口
商
品
、
按
不
同
国
家
、
価
格
或
進
口
方
法
、依
不
同
税
率
征
収
的
一
種
関
税
。可
以
分
為
三
種：
（
１
）
按
国
家
不
同
而
征
収
的
差
別
関
税
、
如
＊
報
復
関
税
；
（
２
）
按
価
格
不
同
而
征
収
的
差
別
関
税
、
如
＊
傾
銷
関
税
；
（
３
）
按
進
口
方
法
不
同
而
征
収
的
差
別
関
税
、
…
以
下
省
（
２２
）
略
…
〈
差
別
関
税
広
義
と
狭
義
の
二
義
が
あ
る
。
広
義
の
差
別
関
税
は
輸
入
商
品
に
対
し
て
国
家
、
価
格
、
輸
入
方
法
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
る
税
率
で
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関
税
を
収
め
る
も
の
。（
以
下
省
略
）〉
現
代
中
国
語
に
お
け
る
「
差
別
関
税
」
は
い
つ
頃
か
ら
使
用
さ
れ
た
の
か
、
こ
れ
を
究
明
す
る
べ
く
、「
清
代
外
交

案
文
献
匯
編
」「
晩
清
期
刊
、
民
国
時
期
期
刊
全
文
数
据
庫
」「
中
国
近
代
報
刊
数
据
庫
」「
大
公
報
」
な
ど
の
資
料
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、「
（
２３
）
申
報
」
の
次
の
例
が
最
も
古
い
も
の
で
あ
っ
た
。
（
２７
）（
張
伯
倫
）
氏
於
九
十
六
年
全
國
商
業
會
議
所
聯
合
會
。
及
翌
年
殖
民
地
首
相
會
議
時
。
討
論
帝
國
關
税
同
盟
之
問
題
千
九
百
二
年
英
皇
行
戴
冠
式
時
殖
民
地
首
相
會
議
。
更
議
母
國
與
殖
民
地
間
。
密
接
貿
易
上
關
係
之
法
令
各
殖
民
地
以
差
別
関
税
法
。
奬
勵
母
國
製
造
品
之
輸
入
税
。
（
申
報
一
九
〇
七
年
十
一
月
十
二
日
）
「
申
報
」
に
お
け
る
最
初
の
用
例
は
一
九
〇
七
年
で
あ
り
、
用
例
（
２４
）『
商
業
経
済
政
策
』（
関
一
一
九
〇
三
）
よ
り
遅
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
申
報
の
内
容
を
用
例
（
２４
）
の
点
線
部
分
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
類
似
し
て
い
る
点
が
多
く
、『
商
業
経
済
政
策
』
の
内
容
を
抄
訳
し
た
感
が
否
め
な
い
。
さ
ら
に
言
う
と
、「
申
報
」に「
差
別
関
税
」は
計
九
回
出
て
い
る
が
、
用
例（
２８
）
の
よ
う
に
、
そ
の
う
ち
八
回
は
日
本
の
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
さ
ら
に
、Robert
M
orrison
（
一
八
七
二
〜
一
八
三
四
）、W
alter
H
enry
M
edhurst
（
一
七
九
六
〜
一
八
五
七
）、
そ
し
てW
ilhelm
Lobscheid
（
一
八
二
二
〜
一
八
九
三
）な
ど
の
宣
教
師
に
よ
る
英
華
字
典
も
精
査
し
た
が
、「
差
別
関
税
」
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
現
代
中
国
語
に
お
け
る
貿
易
概
念
の
「
差
別
関
税
」
は
、
二
十
世
紀
初
頭
に
日
本
か
ら
借
用
さ
れ
て
き
た
語
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
（
２８
）
關
於
無
條
約
狀
態
下
之
日
美
通
商
關
係
、
美
政
府
已
於
去
年
十
二
月
二
十
二
日
、
根
據
格
蘭
特
大
總
統
一
八
七
二
年
之
布
告
、
發
表
聲
明
、
即
美
已
決
定
、
苟
日
本
方
面
對
於
美
國
貨
不
課
以
差
別
関
税
、
則
美
國
對
於
日
本
貨
亦
不
課
以
差
別
関
税
是
、
…
以
下
省
略
…
（
申
報
一
九
四
〇
年
一
月
二
十
三
日
）
〈
無
条
約
状
態
下
の
日
米
通
商
関
係
に
関
し
て
、
米
政
府
は
昨
年
度
十
二
月
二
十
二
日
に
す
で
に
グ
ラ
ン
ト
大
統
領
（U
lysses
S.
Grant
）
の
一
八
七
二
年
の
布
告
に
基
き
、
声
明
を
公
表
し
た
。
即
ち
、
若
し
日
本
は
米
国
に
差
別
関
税
を
課
さ
な
い
と
、
米
国
も
日
本
の
製
品
に
も
差
別
関
税
を
課
さ
な
い
こ
と
。〉
八
・
二
差
別
待
遇
「
差
別
待
遇
」
に
つ
い
て
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』（
小
学
館
二
〇
〇
二
）
に
は
、
下
記
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
正
当
な
理
由
な
し
に
、
他
よ
り
も
低
い
待
遇
を
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
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待
遇
。
＊
女
工
哀
史
〔
一
九
二
五
〕〈
細
井
和
喜
蔵
〉
八
・
二
四
「
従
業
員
の
累
進
余
り
に
甚
し
き
差
別
待
遇
を
改
め
さ
へ
す
れ
ば
」
＊
日
本
国
憲
法
〔
一
九
四
六
〕
一
六
条
「
か
か
る
請
願
を
し
た
た
め
に
い
か
な
る
差
別
待
遇
も
受
け
な
い
」
調
査
し
た
範
囲
で
は
、
日
本
語
に
お
け
る
「
差
別
待
遇
」
は
一
九
〇
〇
年
ま
で
遡
れ
る
、
当
初
、
貿
易
に
使
わ
れ
て
い
た
が
、
一
九
一
九
年
に
日
本
が
パ
リ
講
和
会
議
の
国
際
連
盟
委
員
会
に
お
い
て
「
人
種
的
差
別
撤
廃
提
案
」（Racial
Equality
Proposal
）
を
提
出
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
朝
日
新
聞
な
ど
当
時
の
新
聞
で
大
々
的
に
報
道
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
用
例
（
３２
）
の
よ
う
に
、
中
国
の
「
申
報
」
に
も
い
ち
早
く
日
本
の
提
案
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
中
国
国
内
に
伝
え
て
い
る
。
（
２９
）
本
年
東
北
四
省
ニ
於
テ
ハ
燐
寸
専
売
制
ヲ
布
キ
、
邦
人
ノ
燐
寸
製
造
又
ハ
輸
入
ニ
妨
害
ヲ
加
ヘ
テ
居
ル
。
又
「
ワ
シ
ン
ト
ン
」
九
ケ
国
条
約
第
五
条
ニ
於
テ
ハ
、
支
那
ニ
於
ケ
ル
同
鉄
道
ヲ
通
シ
不
公
平
ナ
ル
差
別
ヲ
行
ハ
サ
ル
旨
明
定
シ
居
ル
ニ
拘
ラ
ス
、
支
那
側
ニ
テ
ハ
我
方
及
外
国
ノ
屢
次
ノ
抗
議
ヲ
顧
ミ
ス
右
規
定
ヲ
以
テ
外
国
品
相
互
間
ニ
於
ケ
ル
モ
ノ
ト
曲
辯
シ
、
支
那
国
内
製
品
ニ
対
シ
テ
鉄
道
運
賃
ヲ
軽
減
シ
外
国
品
ニ
差
別
待
遇
ヲ
與
ヘ
テ
（
２４
）
居
ル
。
（『
満
洲
ニ
於
ケ
ル
支
那
側
ノ
条
約
蹂
躪
』
外
務
省
情
報
部
一
九
〇
〇
）
（
３０
）
華
盛
頓
来
電
米
国
上
院
委
員
会
は
関
税
案
中
に
排
米
的
差
別
待
遇
に
報
復
す
る
為
め
税
を
課
し
又
珈
琲
、
茶
、
絹
、
織
物
類
を
始
め
と
し
△
種
の
物
品
に
対
す
る
税
率
を
中
止
す
る
権
能
を
大
統
領
に
附
興
す
る
項
目
を
挿
入
し
た
り
。（
朝
日
新
聞
一
九
一
三
年
六
月
二
十
二
日
）
（
３１
）
外
人
差
別
待
遇
禁
止
案
▽
米
人
対
日
好
感
の
一
證
左
華
盛
頓
来
電
或
州
が
財
産
若
く
は
或
る
私
法
上
の
特
権
の
享
受
上
外
国
人
に
対
し
て
区
別
取
扱
を
為
す
法
律
制
定
の
権
を
禁
止
す
る
憲
法
修
正
案
下
院
に
提
出
さ
れ
た
り
。
（
朝
日
新
聞
一
九
一
七
年
三
月
五
日
）
（
３２
）
東
京
電
憲
政
會
有
志
議
員
等
於
昨
日
會
合
决
議
將
乘
此
次
平
和
會
議
之
機
會
運
動
撤
除
國
際
間
之
人
種
的
差
別
待
遇

將
與
中
國
國
民
相
呼
應
以
期
動
威
爾
遜
大
總
統
。
（
申
報
一
九
一
九
年
一
月
二
十
五
日
）
〈
東
京
電
憲
政
会
の
有
志
議
員
は
昨
日
会
合
し
て
今
回
の
平
和
会
議
の
機
に
乗
じ
て
、
国
際
上
の
人
種
的
差
別
待
遇
撤
廃
を
求
め
、
そ
し
て
中
国
国
民
と
連
動
し
て
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
に
働
き
か
け
る
。〉
（
３３
）
日
本
最
近
之
民
潮
（
四
）
鮮
人
勿
論
一
般
外
人
勞
動
者
無
差
別
待
遇
其
外
尚
有
解
雇
條
件
二
條
（
一
）
不
論
事
情
如
何
須
一
月
以
前
預
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告
勞
動
者
且
解
雇
時
須
支
給
九
十
日
解
雇
金
（
二
）
二
月
以
前
須
將
解
雇
者
職
業
人
員
及
時
日
報
告
地
方
職
業
介
紹
。
（
大
公
報
一
九
二
〇
年
九
月
六
日
）
〈
日
本
の
最
近
の
民
の
動
き
（
四
）
朝
鮮
人
は
勿
論
、
一
般
の
外
国
人
労
働
者
も
無
差
別
待
遇
さ
れ
る
ほ
か
に
解
雇
条
件
が
二
ヶ
条
あ
る
。（
以
下
、
省
略
）〉
八
・
三
無
差
別
級
「
無
差
別
級
」
は
ス
ポ
ー
ツ
用
語
で
あ
り
、
柔
道
な
ど
の
格
闘
技
に
お
け
る
体
重
別
階
級
の
う
ち
、
体
重
が
無
関
係
で
あ
る
階
級
で
あ
る
。「
無
差
別
級
」
の
「
無
差
別
」
も
、
用
例
（
３４
）
の
よ
う
に
、
元
来
仏
教
由
来
の
言
葉
、「
む
し
ゃ
べ
つ
」
と
読
む
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
後
、「
差
別
」
と
同
じ
よ
う
に
広
く
一
般
に
使
わ
れ
、〈
差
別
が
な
い
こ
と
、
ま
た
は
差
別
を
つ
け
な
い
こ
と
〉
と
い
う
意
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
。
柔
道
に
お
け
る
「
無
差
別
級
」
が
社
会
一
般
に
知
ら
れ
る
き
っ
か
け
は
、
一
九
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
あ
る
。
当
時
、
柔
道
が
初
め
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
正
式
種
目
に
加
え
ら
れ
、
男
子
の
軽
量
級
、
中
量
級
、
重
量
級
、
そ
し
て
無
差
別
級
が
設
け
ら
れ
た
。
日
本
選
手
は
無
差
別
級
以
外
の
三
階
級
の
金
メ
ダ
ル
を
取
っ
た
。
他
方
、「
無
差
別
級
」
が
中
国
の
メ
デ
ィ
ア
に
出
始
め
た
の
は
か
な
り
の
後
の
こ
と
で
、
例
え
ば
「
人
民
日
報
」
で
は
一
九
八
三
年
以
降
柔
道
の
「
無
差
別
級
」
に
関
す
る
報
道
が
見
え
始
め
る
。
（
３４
）
華
嚴
云
。
佛
法
世
間
法
。
若
見
其
眞
實
。
一
切
無
差
別
。
亦
此
理
也
。
其
差
別
在
人
不
在
法
也
。
忠
義
姦
邪
與
生
倶
生
。
忠
義
者
處
姦
邪
中
。
如
清
淨
摩
尼
寶
珠
置
在
淤
泥
之
内
。
雖
百
千
歳
不
能
染
汚
。
何
以
故
。
本
性
清
淨
故
。
（『
大
慧
普
覺
禪
師
語
録
』
蘊
聞
宋
）
（
３５
）
国
際
柔
道
連
盟
（
会
長
嘉
納
履
正
氏
）
は
か
ね
て
Ｉ
Ｏ
Ｃ
（
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
）
か
ら
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
柔
道
が
世
界
選
手
権
大
会
を
か
ね
る
か
ど
う
か
の
回
答
を
求
め
ら
れ
て
い
た
が
、
東
京
大
会
の
四
階
級
（
無
差
別
、
重
、
中
、
軽
量
）
の
う
ち
無
差
別
級
試
合
だ
け
を
世
界
選
手
権
と
す
る
意
向
が
欧
州
諸
国
に
強
い
の
で
、
そ
の
実
情
を
十
五
日
ま
で
に
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
オ
ッ
ト
ー
・
メ
イ
ヤ
ー
書
記
長
に
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
（
読
売
新
聞
一
九
六
二
年
三
月
七
日
）
（
３６
）
最
終
日
の
十
三
日
は
重
量
級
、
無
差
別
両
階
級
の
予
選
リ
ー
グ
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
重
量
級
は
重
松
選
手
が
、
無
差
別
級
は
村
井
選
手
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
。
（
朝
日
新
聞
一
九
六
三
年
十
月
十
四
日
）
（
３７
）
成
年
組
６０
、
６５
、
７０
、
７８
公
斤
的
前
１２
名
和
８６
、
９５
、
９５
公
斤
以
上
級
、
無
差
別
級
的
前
８
名
共
８０
名
運
動
員
将
参
加
全
運
会
比
賽
。
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（
人
民
日
報
一
九
八
三
年
四
月
一
日
）
〈
成
年
組
６０
、
６５
、
７０
、
７８
キ
ロ
の
各
上
位
１２
名
と
、
８６
、
９５
、
９５
キ
ロ
以
上
の
階
級
、
無
差
別
級
の
各
上
位
８
名
の
計
８０
名
の
選
手
が
全
国
大
会
に
参
加
す
る
。〉
九
不
当
な
扱
い
と
し
て
の
「
差
別
」
現
代
日
本
語
に
お
い
て
「
差
別
」
と
言
う
と
、
ま
ず
は
〈
あ
る
も
の
を
、
正
当
な
理
由
な
し
に
、
他
よ
り
も
低
く
扱
う
こ
と
〉と
連
想
す
る
で
あ
ろ
う
。「
差
別
」
は
、
現
在
の
意
味
に
転
義
し
た
ポ
イ
ン
ト
は
そ
の
動
詞
化
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
の
調
査
範
囲
で
は
、「
差
別
」
が
動
詞
と
し
て
使
わ
れ
る
の
は
だ
い
た
い
一
九
一
〇
年
代
か
ら
で
あ
る
。
（
３８
）
重
複
す
る
か
知
ら
ぬ
が
不
良
少
年
の
犯
罪
行
為
を
差
別
す
れ
ば
（
一
）
硬
派
（
二
）
軟
派
（
三
）
盗
児
団
の
三
種
と
な
る
、
硬
派
は
喧
嘩
口
論
を
好
み
男
色
を
漁
り
団
体
を
組
織
し
又
は
徒
党
を
組
ん
で
帝
都
を
横
行
す
る
。
軟
派
は
外
面
丈
け
は
温
良
の
風
を
装
い
女
子
の
誘
惑
を
事
と
し
大
抵
の
場
合
単
独
行
動
を
執
る
の
で
あ
る
。
盗
児
団
は
一
定
の
職
業
住
所
無
き
不
良
少
年
の
類
だ
。
（
中
央
新
聞
一
九
一
二
年
六
月
二
十
七
日
）
（
３９
）
所
で
此
等
各
地
方
か
ら
送
っ
て
来
る
米
の
品
質
は
固
よ
り
千
差
万
別
で
あ
る
、
実
際
今
日
大
阪
に
お
け
る
格
付
米
は
二
十
六
七
等
に
差
別
さ
れ
上
米
中
の
最
優
等
の
も
の
と
下
米
の
裾
と
一
石
に
つ
き
一
円
六
七
十
銭
も
値
開
き
が
あ
る
位
で
あ
る
。
（
大
阪
毎
日
新
聞
一
九
一
六
年
十
月
十
二
日
）
用
例
（
３８
）
の
「
犯
罪
行
為
を
差
別
す
れ
ば
」、
用
例
（
３９
）
の
「
二
十
六
七
等
に
差
別
さ
れ
」
の
「
差
別
」
は
動
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
が
、
単
な
る
「〈
物
を
区
別
す
る
〉と
い
う
意
で
あ
る
。
一
方
、
下
記
の
用
例（
４０
）と（
４１
）
の
用
例
は
〈
差
を
つ
け
て
物
を
不
当
に
区
別
す
る
〉
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
（
４０
）
現
在
各
階
級
が
増
給
問
題
の
烽
火
を
挙
げ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
郵
船
の
下
級
船
員
は
先
ず
一
時
的
の
小
康
を
示
し
て
い
る
が
一
方
会
社
高
級
船
員
約
一
千
名
の
中
其
半
数
を
占
め
て
い
る
地
方
商
船
学
校
出
身
者
は
残
り
半
数
を
占
め
る
東
京
商
船
学
校
出
身
者
と
比
較
し
て
昇
給
其
他
あ
ら
ゆ
る
待
遇
上
に
お
い
て
差
別
さ
れ
る
事
が
甚
だ
し
い
と
不
平
を
漏
し
て
い
る
。
（
大
阪
時
事
新
報
一
九
一
七
年
七
月
二
十
八
日
）
（
４１
）
階
級
は
旧
韓
国
時
代
に
両
班
と
称
す
る
貴
族
と
平
民
の
外
に
白
丁
と
称
す
る
特
殊
民
が
あ
り
、
日
韓
併
合
以
来
幾
分
其
の
区
別
は
緩
和
さ
れ
て
い
る
以
前
は
白
丁
に
対
し
全
く
人
間
扱
い
を
し
な
か
っ
た
、
ま
た
現
今
で
も
近
隣
の
交
際
は
勿
論
、
婚
姻
な
ど
は
絶
対
に
差
別
さ
れ
不
合
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理
に
社
会
の
冷
遇
と
虐
げ
を
受
け
て
い
て
。
（
大
阪
毎
日
新
聞
一
九
二
三
年
五
月
一
日
）
十
ま
と
め
「
差
別
」
と
い
う
言
葉
は
中
国
へ
の
仏
教
伝
来
に
よ
る
翻
訳
語
で
あ
る
。
仏
教
の
世
界
に
お
け
る
「
差
別
」
は
〈
世
の
中
の
諸
々
の
形
体
の
物
理
的
な
違
い
〉
を
言
う
。
な
ぜ
、
こ
う
い
う
違
い
が
あ
る
の
か
、
仏
教
の
世
界
観
で
は
そ
の
も
の
の
業
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
仏
教
に
お
け
る
「
差
別
」
と
「
平
等
」
は
一
対
の
概
念
で
あ
る
。
中
国
で
仏
教
用
語
と
し
て
誕
生
し
た
「
差
別
」
は
、
そ
の
後
、
仏
典
と
と
も
に
日
本
に
も
伝
入
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
中
国
に
お
い
て
も
日
本
に
お
い
て
も
「
差
別
」
は
一
般
語
と
な
り
、
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
〈
差
、
区
別
、
違
い
〉
と
い
う
意
味
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
語
に
お
い
て
「
差
別
」
は
長
い
間
呉
音
読
み
に
従
っ
て
「
し
ゃ
べ
つ
」
と
読
ま
れ
て
い
た
が
、幕
末
・
明
治
期
に
入
り
、漢
文
尊
重
の
時
代
背
景
も
あ
っ
て
、
漢
音
で
「
さ
べ
つ
」
と
読
ま
れ
始
め
、
次
第
に
仏
教
世
界
か
ら
脱
却
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、「
差
別
」
を
基
に
「
差
別
関
税
」「
差
別
待
遇
」
な
ど
の
用
語
が
造
語
さ
れ
、
そ
の
後
中
国
語
に
伝
わ
っ
て
い
っ
た
。
現
在
の
〈
あ
る
も
の
を
、
正
当
な
理
由
な
し
に
、
他
よ
り
も
低
く
扱
う
こ
と
〉
と
い
う
意
味
の
「
差
別
」
は
、
一
九
一
〇
年
代
か
ら
日
本
語
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
意
味
変
化
の
重
要
な
き
っ
か
け
は
「
差
別
」
の
動
詞
化
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
区
別
す
る
」
は
単
な
る
〈
物
を
分
別
す
る
〉
と
い
う
意
で
あ
る
が
、「
差
別
」
は
語
頭
の
「
差
」
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
〈
差
を
つ
け
て
区
別
す
る
〉
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
物
の
品
質
に
差
を
つ
け
て
い
く
つ
か
の
等
級
に
分
け
る
の
は
問
題
な
い
が
、
人
間
を
「
差
別
」
の
対
象
に
す
る
の
は
人
権
上
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、「
差
別
」
の
動
詞
化
は
重
要
な
要
因
で
あ
る
が
、
日
増
し
に
尊
重
さ
れ
た
人
権
も
〈
あ
る
も
の
を
、
正
当
な
理
由
な
し
に
、
他
よ
り
も
低
く
扱
う
こ
と
〉
と
い
う
意
の
「
差
別
」
を
生
み
出
し
た
大
き
な
要
因
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
プ
ラ
ス
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
「
差
別
化
」
は
〈
他
と
の
違
い
や
独
自
性
を
明
確
に
打
ち
出
す
こ
と
〉
と
い
う
意
で
あ
る
。
そ
の
根
底
に
は
、
や
は
り
〈
差
を
つ
け
て
他
社
の
商
品
と
区
別
す
る
〉
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。「
差
別
化
」
と
い
う
言
葉
が
日
本
に
お
い
て
ど
こ
ま
で
生
き
残
れ
る
か
、
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
注
（
１
）
一
九
四
六
年
十
一
月
三
日
公
布
、
翌
一
九
四
七
年
五
月
三
日
施
行
。
（
２
）
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
に
よ
る
と
、「
色
相
」
は
〈
物
質
的
存
在
が
そ
な
え
る
生
滅
無
常
の
す
が
た
を
い
う
。
肉
眼
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
一
切
の
外
物
。
か
た
ち
。
さ
ま
。〉
と
い
う
意
。
（
３
）
日
本
語
の
訳
文
は
筆
者
に
よ
る
も
の
、
以
下
同
様
。
（
４
）
梅
棹
忠
夫
他
監
修
『
日
本
語
大
辞
典
第
二
版
』（
講
談
社
一
九
九
五
）
八
六
六
頁
（
５
）
語
料
庫
在
線
http://w
w
w
.cncorpus.org/index.aspx
（
６
）
羅
竹
風
他
『
漢
語
大
詞
典
』（
漢
語
大
詞
典
出
版
社
一
九
八
六
）
第
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二
巻
九
七
五
頁
（
７
）
現
代
日
本
語
に
お
い
て
「
障
害
」
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
最
近
「
障
害
者
」
の
漢
字
表
記
に
関
し
て
様
々
な
議
論
が
あ
り
、「
障
碍
者
」
に
す
べ
き
と
い
う
意
見
も
多
い
。
（
８
）
中
国
佛
教
文
化
研
究
所
『
俗
語
佛
源
』（
天
津
人
民
出
版
社
二
〇
〇
八
）
一
七
六
頁
（
９
）
宮
坂
宥
勝
『
仏
教
語
入
門
』（
筑
摩
書
房
一
九
八
七
）
九
十
三
頁
（
１０
）
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
に
よ
る
と
、（｛
梵
｝anuttara―
sam
yak
―
sam
bodhi
の
音
訳
。
無
上
正
遍
知
、
無
上
正
等
覚
と
も
訳
す
。
真
理
を
悟
っ
た
境
地
。
こ
の
上
な
く
す
ぐ
れ
正
し
く
平
等
で
あ
る
悟
り
の
境
地
。）
（
１１
）
花
び
ら
が
開
い
た
り
、
合
し
た
り
す
る
と
い
う
意
と
考
え
ら
れ
る
。
（
１２
）
羅
竹
風
他
『
漢
語
大
詞
典
』（
漢
語
大
詞
典
出
版
社
一
九
八
六
）
第
二
巻
九
七
三
頁
（
１３
）
羅
竹
風
他
『
漢
語
大
詞
典
』（
漢
語
大
詞
典
出
版
社
一
九
八
六
）
第
二
巻
六
二
三
頁
（
１４
）
平
川
彰
『
仏
教
漢
梵
大
辞
典
』（
霊
友
会
二
〇
〇
三
）
四
一
〇
〜
四
一
一
頁
（
１５
）
漢
の
光
武
帝
・
劉
秀
は
平
凡
な
漢
宗
室
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、
王
莽
に
よ
る
簒
奪
後
の
新
末
後
漢
初
に
混
乱
を
統
一
し
、
漢
王
朝
の
再
興
と
し
て
後
漢
王
朝
を
建
て
た
。「
漢
委
奴
国
王
」
の
金
印
を
倭
の
奴
国
の
使
節
に
与
え
た
と
さ
れ
て
い
る
。
（
１６
）
用
例
（
17
）、（
18
）、（
19
）
の
現
代
語
訳
文
は
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
の
日
本
古
典
文
学
全
集
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
も
の
。
（
１７
）
松
井
栄
一
他
『
明
治
期
漢
語
辞
書
大
系
二
』（
大
空
社
一
九
九
五
）
二
二
六
頁
（
１８
）
『
和
英
語
林
集
成
初
版
』（
一
八
六
七
）、『
二
版
』（
一
八
七
二
）、『
三
版
』（
一
八
八
六
）
（
１９
）
明
治
学
院
大
学
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
・
デ
ジ
タ
ル
和
英
語
林
集
成
・『
和
英
語
林
集
成
三
版
』（
一
八
八
六
）
五
五
四
頁
（
２０
）
関
一
『
商
業
経
済
政
策
』（
大
倉
書
店
一
九
〇
三
）
二
七
三
頁
（
２１
）
津
村
秀
松
『
商
業
政
策
』（
宝
文
館
一
九
一
一
）
一
七
三
頁
（
２２
）
夏
征
農
『
辞
海
』（
上
海
辞
書
出
版
社
一
九
九
九
）
二
二
〇
頁
（
２３
）
一
八
七
二
年
四
月
三
十
日
創
刊
、
一
九
四
九
年
五
月
二
十
七
日
廃
刊
。
中
国
近
現
代
史
の
百
科
全
書
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
重
要
な
新
聞
紙
。
（
２４
）
外
務
省
情
報
部
『
満
洲
ニ
於
ケ
ル
支
那
側
ノ
条
約
蹂
躪
』（
一
九
〇
〇
）
二
十
九
〜
三
十
頁
（
こ
し
ん
し
ょ
う
大
学
院
博
士
課
程
後
期
在
学
生
）
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